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選定理由 
 
 
県内分布 
 
 
分 布 域  
 
 
生息環境 
 
 
現　　状 
 
 
備 考  

コマドリ 
よく茂った森林が少なくなっており，県内の生息地は標高の高い場所
に限定されるので，生息個体数も少ない。 
 
標高の高い山地に生息する夏鳥。 
 
 
北海道，本州，四国，九州，屋久島に夏鳥。 
日本だけで繁殖。中国南部で越冬。 

 
山地の下草にササのよく茂った落葉広葉樹林や針葉樹林に夏鳥として
飛来し，湿った地上や窪みに営巣する。昆虫，ミミズ，クモ類などを
食べる。 
 

県内では標高1,200ｍ程度より高いところにしか生息しない。個体
数は少ない， 
 
日本だけで繁殖する固有種である。 

スズメ目 
PASSERIFORMES 
ツグミ科 
Trudidae

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

Ⅱ 
掲載なし 
 

Erithacus akahige akahige 
(Temminck)

選定理由 
 
 
県内分布 
 
 
分 布 域  
 
 
 
生息環境 
 
 
現　　状 

コルリ 
繁殖南限であり，生息地が限定されていて，生息個体数が少ない。 

 

 

標高の高い山地の落葉広葉樹林に生息する夏鳥。 

 

 

北海道，本州中北部に夏鳥。 

朝鮮半島，中国東北部，シベリア南部，サハリンで繁殖。中国南部，イン

ドシナ半島で越冬。 

 

山地の針広混交林，落葉広葉樹林の茂った林床に住み，チョウ・ガ類

やクモを捕食する。 

 

県内では，黒岳と渡りの途中に平地でみられた観察記録のみ。 

スズメ目 
PASSERIFORMES 
ツグミ科 
Trudidae

 

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

Ⅱ 
掲載なし 

Luscinia cyane bochaiensis
(Schulpin)

選定理由 
 
 
県内分布 
 
 
分 布 域  
 
 
生息環境 
 
 
現　　状 
 
 
備 考  

クロツグミ 
繁殖南限に近い。落葉広葉樹林が人工造林や森林伐採によって生息地
が減少悪化している。 
 
低山に生息する夏鳥。 
 
 
北海道，本州，四国，九州(熊本，大分)で夏鳥。 
中国の一部と日本で繁殖。中国南部で越冬。 
 
山地や丘陵の針広混交林，広葉樹林に夏鳥として生息し，おもに林床
でミミズや昆虫をとる。漿果も食べる。 
 
かつては，ふつうの夏鳥であったが，近年，生息数が減少し，声が聞
こえる場所が少なくなってきた。 
 
九州中央山地が繁殖南限。 

スズメ目 
PASSERIFORMES 
ツグミ科 
Trudidae

 

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

準 
掲載なし 

Turdus cardis Temminck




